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  第８回分会役員会議事メモ  

 

   （１２／２０（火）１０～１４：３０能登川ＣＣ：欠席 桂田） 

 

 １．議事－１（１０：００～１１：００） 

  （１）第１４回地域活動事例発表会の「中部支部ＰＰ発表」（前田邦博・須 

田進一）を実施し、来期に向けての参考事例とした。 

 

  （２）「無料基礎（必修）講座」ＰＲと参加者募集（彦根：５名枠）について 

     ・能登川分会（中村正・木下会員）を追加して、７名（＋日野追加確 

      認中）希望あり。 

     ・オンライン：（草津）中川、（彦根）前田、玉川、他 募集確認中。 

     ・締切り：１２／末日、参加者調整は須藤が１／７までに実施する。 

 

  （３）中間会計報告→予算通り実施中を確認した。 

 

（４）４５期学生募集活動と作品展開催について説明し、理解を得た。         

７／６（木）～１０（月）アピア八日市１階セントラルコート 

 

（５）今後の会議予定について。 

     ・次回第９回分会役員会：１／２７（金）１４～１６時予定で会場は 

能登川ＣＣで決定。 

     ・２月以降の会議日程は、支部役員会日程に合わせ、その日の午後 

      １４～１６時に原則設定することに決まった。（2/16、3/14、4/13、 

5/23、6/15） 

 

 ２．議事－２（第１部：１１～１２時、第２部：１３～１４：３０） 

  （１）支部組織と事業部会制について 

     ・色々な意見が出た。結論は、支部としての事業部会は必要であり、  

その組織の創り方については、もう少し議論を深めることが大切だ。 

（特に、業務の平準化、ＨＰ・会報担当者の増員、本部・支部・分 

 会の一貫性組織の構築が大事である） 

      ・「会報」作成からみた時の事業部会制の組織のあり方は支部・分会 

連携して動ける体制づくりが必要だ。 

     ・会計担当は、支部・分会別々に置くべきである。 

 

  （２）分会の来期活動・行事内容について 

     ・本部・支部行事のセレクト（可否、隔年、等）必要。 



      特に、「本部ＧＧ大会」、「４支部ＧＧ大会、作品展、支部バス旅行」。 

     ・分会単独行事は少なく、特に問題はない。課題は、総会時の懇親会 

      行事の代替行事のあり方をどう具体化すべきか、考える時期にき 

ている。 

   ・ライティングベルへの今後の協力については、準備・撤収作業のみ 

    として、「うどん店」は負担度が高いので辞退する、ことにする。 

 

 （３）分会班別組織の見直しと回覧情報の構築等について 

    継続審議をしていく。（班人数・地域性、次の家へ・回／２ヵ月回り） 

 

 （４）本部行事への意見集約について 

    「本部ＧＧ大会」、「びわ湖一斉清掃（美国会）」行事については、１ 

月の役員会で意見集約をする。（２／８本部役員会にアップする） 

 

 （５）部会総会対策（３／３０）について 

    活動報告、決算・予算報告、活動計画の準備、会則の見直し、等。 

    １月から準備作業に入る。 

事業部会制組織及び会計の支部分会別担当の設立等の具体的協議に 

入ります。 

 

 （６）会報についてＰＲ 

    前田ＨＰ担当から、本部への資料（支部・分会活動）、分会だより 

    （１月２０日発行予定）資料が提示された、役員皆で確認をした。 

              以 上        （文責：須藤） 

 

   


